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七
月
十
六
日
（
火
）・
十
七
日
（
水
）

の
二
日
間
、
ビ
エ
ン
ト
高
崎
を
会
場

に
「
二
〇
二
四
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー

研
修
会
」
を
開
催
。
十
三
社
よ
り

二
十
七
名
、
経
営
者
側
を
含
め
て
約

六
〇
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
「
こ
の
三
ケ
月
間
を
振

り
返
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、「
社
会

人
と
し
て
の
七
大
意
識
」「
時
間
管

理
・
時
間
意
識
」「
人
間
関
係
の
構

築
」「
も
っ
と
う
ま
く
仕
事
を
す
る

に
は
？
」
の
講
義
や
ワ
ー
ク
な
ど
を

実
施
。
適
宜
行
わ
れ
た
グ
ル
ー
プ
討

論
で
は
、学
び
や
気
づ
き
の
シ
ェ
ア
、

今
後
の
仕
事
に
ど
う
活
か
し

て
い
く
か
な
ど
を
率
直
に
語

り
合
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
「
今
後
の
仕
事

へ
の
向
き
合
い
方
を
考
え
よ

う
」
を
テ
ー
マ
に
、「
能
動

的
な
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
」

「
正
し
い
報
連
相
」「
組
織
の

一
員
と
し
て
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
」
の
講
義
や
ワ
ー
ク
、

グ
ル
ー
プ
討
論
な
ど
を
実
施

し
た
上
で
、
各
自
が
来
年
三

月
ま
で
の
「
目
標
＆
行
動
計

画
書
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

受
講
生
が
記
し
た
研
修
レ

ポ
ー
ト
＆
経
営
者
側
の
感
想

（
抜
粋
）
を
左
記
に
掲
載
し

ま
す
。

［
経
営
者
］

○�

そ
れ
ぞ
れ
成
長
速
度
に
差
は
あ
れ

ど
、
頑
張
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
は

皆
が
持
っ
て
い
る
。
こ
の
気
持
ち

が
下
が
ら
な
い
よ
う
に
す
る
の
は

会
社
側
の
責
任
と
感
じ
た
。

○�

経
営
者
側
の
講
義
は
も
ち
ろ
ん
、

研
修
生
の
考
え
方
や
意
見
か
ら
も

多
く
の
学
び
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

他
社
の
人
材
育
成
や
指
導
体
制
を

伺
え
る
貴
重
な
機
会
に
も
な
っ

た
。

［
受
講
生
］

○�

社
内
で
普
段
か
ら
言
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
再
認
識
す
る
機
会
に
な
っ

た
。
一
年
目
の
残
り
の
期
間
で
や

る
べ
き
こ
と
も
よ
く
理
解
で
き

た
。

○�

現
段
階
で
自
分
が
少
し
ず
つ
で
き

て
い
る
こ
と
、
で
き
て
い
な
い
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
で
き
て

い
る
こ
と
が
増
え
て
い
る
と
気
づ

き
、
自
信
に
も
つ
な
が
っ
た
。

○�

誰
も
が
同
じ
悩
み
や
不
安
を
抱
え

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
ら
を

ど
う
解
消
し
て
い
く
か
を
話
し
合

い
の
中
で
探
す
こ
と
が
で
き
た
。

○�

効
率
よ
く
仕
事
を
し
、
成
果
を
出

す
こ
と
が
大
事
。
ま
ず
は
知
識
を

身
に
付
け
、
効
率
の
良
い
方
法
を

試
し
、
ど
ん
ど
ん
改
善
に
つ
な
げ

た
い
。

○�

基
本
を
覚
え
る
・
何
事
に
も
挑
戦

す
る
・
積
極
的
に
行
動
す
る
な
ど

し
て
、
自
分
に
で
き
る
仕
事
を
増

や
し
て
い
き
た
い
。

● 

２
０
２
４
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
研
修
会 

●

社
員
と
経
営
者
が
共
に
学
び
合
う
！

社
員
と
経
営
者
が
共
に
学
び
合
う
！
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経営指針をつくる会経営指針をつくる会
� オリエンテーション� オリエンテーション

経営労働委員会

　

六
月
二
十
一
日
（
金
）、
同
友
会

事
務
所
・
会
議
室
を
会
場
に
「
第

二
十
九
期
経
営
指
針
を
つ
く
る
会
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開
催
。
い

よ
い
よ
八
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
今

期
の
「
つ
く
る
会
」
を
前
に
、
そ
の

理
解
と
参
加
判
断
の
機
会
と
し
て
企

画
・
設
営
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
「
同
友
会
が
め
ざ
す
経

営
指
針
と
は
？
」
と
題
し
て
、
㈲
小

板
橋
産
業
・
小
板
橋
氏
（
経
営
労
働

委
員
長
）
が
経
営
指
針
の
全
体
像
と

作
成
意
義
を
報
告
。
続
い
て
「
経
営

指
針
作
成
で
我
が
社
は
こ
う
変
わ
っ

た
！
」
と
題
し
て
、
ヒ
ロ
キ
Ｉ
Ｔ
サ

ポ
ー
ト
・
廣
木
氏
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ソ
ー

シ
ャ
ル
ハ
ウ
ス
・
三
木
氏
の
二
名
が
、

昨
年
度
、
初
め
て
参
加
す
る
に
至
っ

た
経
緯
や
参
加
し
て
の
感
想
、
作
成

後
の
変
化
・
成
果
や
今
後
の
課
題
な

ど
を
率
直
に
語
り
ま
し
た
。
最
後
に

「
開
催
概
要
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
説

明
」
と
し
て
、
㈱
ｓ
ｋ
ｙ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
鈴
木
氏

が
、
全
六
講
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
各

講
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
を
語
り
ま
し

た
。

　

四
名
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
語
ら

れ
た
経
営
指
針
成
文
化
の
意
義
や
価

値
、
魅
力
に
よ
っ
て
、
そ
の
場
で
数

名
が
「
つ
く
る
会
」
へ
の
参
加
を
表

明
。今
期
も
盛
会
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

口
だ
け
専
務
、つ
い
に
動
き
出
す
！

口
だ
け
専
務
、つ
い
に
動
き
出
す
！

好
評
！
座
禅
例
会
を
開
催

好
評
！
座
禅
例
会
を
開
催

桐
生
支
部
６
月
例
会

前
橋
支
部
６
月
例
会

　

六
月
二
十
五
日
（
火
）、
桐
生
市

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
桐

生
支
部
六
月
例
会
」
を
開
催
。
機
械

工
具
販
売
・
機
械
部
品
加
工
の
㈲
神

保
商
会
、
専
務
取
締
役
・
神
保
豊
氏

（
太
田
支
部
長
）
が
報
告
者
を
務
め
、

「
口
だ
け
専
務
、つ
い
に
動
き
出
す
！

自
分
が
変
わ
れ
ば
会
社
も
変
わ
る

～
」
を
テ
ー
マ
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

太
田
支
部
例
会
で
「
会
社
の
数
字

す
ら
分
か
っ
て
い
な
い
神
保
さ
ん
自

身
が
経
営
課
題
だ
」
と
指
摘
さ
れ
、

　

前
橋
支
部
で
は
、
六
月
二
十
六
日

昨
年
の
経
営
指
針
を
つ
く
る
会
に
初

参
加
し
た
神
保
氏
。「
毎
回
、尋
常
じ
ゃ

な
い
頭
痛
に
襲
わ
れ
た
（
笑
）」
と
言

う
よ
う
に
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も

全
六
講
を
完
走
し
た
経
営
指
針
成
文

化
の
道
の
り
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
道
の
り
で
の
気
づ
き
と

し
て
「
よ
り
一
層
、
社
長
と
共
に
会

社
を
成
長
さ
せ
た
い
思
い
が
大
き
く

な
っ
た
。
今
後
も
同
友
会
を
使
い
倒

し
た
い
」
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
「
同
友
会
の
学
び
を
、

（
水
）、
如
意
寺
（
村
田
賢
秀
氏
／
前

橋
支
部
）
を
会
場
に
、
恒
例
と
な
っ

た
坐
禅
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

経
営
者
と
い
う
立
場
か
ら
離
れ
、

心
を
落
ち
着
か
せ
る
時
間
と
し
て
好

評
の
本
例
会
は
、
支
部
活
動
の
ス

タ
ー
ト
と
し
て
、
前
年
度
に
立
て
た

目
標
の
振
り
返
り
と
新
た
な
目
標
設

定
の
機
会
と
し
て
定
着
し
て
い
ま

す
。

　

お
寺
の
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
呼
吸

の
大
切
さ
を
学
び
身
体
を
ほ
ぐ
し
た

ど
う
社
内
で
共
有
す
る
か
？
」
を

テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。

「
学
び
を
受
け
入
れ
る
社
内
風
土
を

つ
く
る
」「
自

社
の
状
況
を

正
し
く
理
解

し
て
も
ら

う
」「
行
動
・

実
践
し
な
け

れ
ば
何
も
変

わ
ら
な
い
」

な
ど
、
活
発

な
意
見
が
交

わ
さ
れ
ま
し

た
。

後
に
、
明
か
り
を
落
と
し
静
ま
り

返
っ
た
本
堂
で
坐
禅
を
く
み
頭
の
中

を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
ま
す
。

　

座
禅
の
後
は
、
昨
年
の
目
標
に
対

す
る
達
成
度
を
共
有
し
つ
つ
、
今
期

の
目
標
記
入
シ
ー
ト
を
埋
め
て
い
き

ま
し
た
。
記
入
済
シ
ー
ト
は
来
年
の

坐
禅
例
会
で
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
普
段
と
違
う
環
境
、
や
り
方
が

新
鮮
だ
っ
た
」「
振
り
返
り
は
大
切
、

継
続
し
た
い
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

目
標
を
設
定
す
る
だ
け
で
な
く
口

に
出
し
共
有
す
る
こ
と
で
、
目
標
達

成
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
事
が
出
来

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。



同 友 ぐ ん ま（3）2024年８月号 第510号

あ
な
た
の
お
困
り
ご
と
を

あ
な
た
の
お
困
り
ご
と
を

��

解
決
す
る
の
は
こ
れ
だ
！

解
決
す
る
の
は
こ
れ
だ
！

新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

高
崎
支
部
６
月
例
会

太
田
支
部
６
月
例
会

　

六
月
二
十
七
日
（
木
）、
ビ
エ
ン

　

六
月
二
十
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ

た
太
田
支
部
例
会
で
は
、
前
回
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
当
日
ま
で
に

入
会
し
た
新
会
員
四
名
が
会
社
紹

介
・
自
己
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
っ
た
の
は
、
プ
ロ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
群
馬
ク
レ

イ
ン
サ
ン
ダ
ー
ス
」
の
運
営
な
ど
を

行
う
㈱
群
馬
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
代
表
取
締
役
・

阿
久
澤
毅
氏
／
二
次
加
工
、
流
通
加

ト
高
崎
を
会
場
に
「
高
崎
支
部
六
月

例
会
」
を
開
催
。「
あ
な
た
の
お
困

り
ご
と
を
解
決
す
る
の
は
こ
れ
だ
！

同
友
会
を
使
い
倒
そ
う
！
新
年
度
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
～
」
を
テ
ー
マ

に
、
こ
と
こ
と
ク
ッ
キ
ン
グ
・
小
崎

氏
、
合
同
会
社
キ
ュ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
山
本
氏
（
い
ず
れ
も
高
崎
支

部
）
が
報
告
し
ま
し
た
。

　

前
月
例
会
（
支
部
総
会
）
で
参
加

者
か
ら
出
さ
れ
た
経
営
課
題
を
踏
ま

工
、
内
職
斡
旋
な
ど
行
う
綜
合
商
社

エ
ム
ズ
、
代
表
・
髙
木
雅
子
氏
／
野

菜
の
生
産
、
販
売
な
ど
を
行
う
ジ
ャ

パ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
・
フ
ァ
ー
ム
㈱
、

代
表
取
締
役
・
赤
坂
晴
久
氏
／
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
不
動
産
業
を
行
う

石
塚
㈱
、
代
表
取
締
役
・
石
塚
雅
彦

氏
の
四
名
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
事
業
内
容
、
自
己
紹

介
を
順
番
に
行
い
大
き
な
拍
手
で
歓

迎
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
質
疑
応

え
、
そ
の
続
編
と
し
て
企
画
さ
れ
た

本
例
会
。
新
会
員
二
名
の
自
己
紹
介

＆
経
営
課
題
の
報
告
を
も
と
に
、
参

加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
グ
ル
ー
プ
討
論
で
、

同
友
会
の
活
用
術
や
課
題
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
な
ど
を
交
流
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
専
門
委
員
会
・
部
会

の
担
当
者
が
、
各
組
織
の
活
動
内
容

や
特
長
な
ど
を
解
説
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
各
社

の
経
営
課
題
が
共
有
さ
れ
、
当
事
者

感
を
持
っ
て
聞
け
た
」「
具
体
的
な

解
決
策
に
つ
い
て
話
せ
た
の
は
良

か
っ
た
」「
当
社
の
経
営
課
題
を
皆

さ
ん
で
真
剣
に
考
え
て
く
れ
た
こ
と

に
感
謝
」
な
ど
の
感
想
が
綴
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

答
で
は
、
新
会
員
か
ら
の
質
問
に
会

員
が
回
答
す
る
場
面
も
見
ら
れ
、
同

友
会
を
使
い
倒
す
為
の
一
歩
が
踏
み

出
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

高品質・高単価で高品質・高単価で
愛されるブランドづくり愛されるブランドづくり

伊勢崎支部６月例会

　

六
月
十
八
日
（
火
）、
メ
ガ
ネ
の

イ
タ
ガ
キ
文
化
ホ
ー
ル
伊
勢
崎
を
会

場
に
「
伊
勢
崎
支
部
六
月
例
会
」
を

開
催
。
い
ち
ご
の
生
産
・
販
売
を
手

掛
け
る
、
か
が
や
き
い
ち
ご
園
、
代

表
・
齋
藤
大
輝
氏
（
伊
勢
崎
支
部
）

が
「
高
品
質
・
高
単
価
で
愛
さ
れ
る

ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
自

身
の
経
営
体
験
を
語
り
ま
し
た
。

　

二
年
前
に
開
業
し
、
そ
の
翌
年
か

ら
群
馬
県
い
ち
ご
品
評
会
金
賞
や
食

べ
チ
ョ
ク
い
ち
ご
博
二
〇
二
四
総
合

大
賞
を
受
賞
し
て
い
る
同
園
。
齋
藤

氏
は
前
職
時
代
に
培
っ
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
駆

使
し
、
愛
さ
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

の
各
種
取
り
組
み
を
紹
介
。
ま
た
、

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
欠
か
せ
な
い
情

緒
的
価
値
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
上

で
、
フ
ァ
ン
ベ
ー
ス
（
フ
ァ
ン
を
大

切
に
し
、
フ
ァ
ン
を
ベ
ー
ス
に
し
て

中
長
期
的
に
売
上
や
価
値
を
上
げ
て

い
く
こ
と
）
に
基
づ
く
経
営
実
践
に

つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
高
単
価
に
す
る

た
め
に
自
社
で
必
要
な
こ
と
は
？
」

を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論
を
実

施
。「
選
ば
れ
る
商
品
づ
く
り
、
ス

ト
ー
リ
ー
づ
く
り
が
大
切
」「
高
単

価
で
は
な
く
、
し
っ
か
り
利
益
を
出

せ
る
適
正
価
格
を
目
指
し
た
い
」「
同

業
他
社
と
の
差
別
化
、
フ
ァ
ン
づ
く

り
に
注
力
す
る
」
な
ど
、
活
発
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
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〒378－0002  群馬県沼田市横塚町 896－2
TEL．0278－20－1110　FAX．0278－22－2102

URL http://kk-sanei .net/

軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期

アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で
お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

共
同
求
人
活
動
か
ら

共
同
求
人
活
動
か
ら

��

同
友
会
を
考
え
る

同
友
会
を
考
え
る

波
乱
万
丈
！
何
を
信
じ
る
か

波
乱
万
丈
！
何
を
信
じ
る
か

渋
川
吾
妻
支
部
／
富
岡
安
中
支
部
合
同
６
月
例
会

沼
田
支
部
６
月
例
会

　

渋
川
吾
妻
支
部
と
富
岡
安
中
支
部

で
は
、
六
月
二
十
八
日
（
金
）
～

二
十
九
日（
土
）、い
か
ほ
秀
水
園（
渋

川
吾
妻
支
部
）
を
会
場
に
合
同
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
共
同
求
人
活
動
か
ら
同
友
会
を

考
え
る
」
と
の
テ
ー
マ
で
、
マ
ル
シ

ン
産
業
㈱
、
代
表
取
締
役
・
提
箸
康

裕
氏
（
共
同
求
人
委
員
長
／
富
岡
安

中
支
部
）
が
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

沼
田
支
部
で
は
、
六
月
二
十
五
日

（
火
）、
利
根
沼
田
文
化
会
館
を
会
場

に
「
波
乱
万
丈
！
何
を
信
じ
る
か
」

と
題
し
て
、
㈲
笠
原
産
業
、
代
表
取

締
役
・
笠
原
克
也
氏
が
壮
絶
な
体
験

　

共
同
求
人
活
動
の
歴
史
と
理
念
か

ら
、
群
馬
の
活
動
紹
介
と
役
割
を
解

説
し
「
会
員
と
し
て
何
を
学
び
、
ど

う
行
動
す
べ
き
な
の
か
」
と
の
問
題

提
起
を
行
い
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
討

論
は
「
共
同
求
人
で
学
ぶ
と
い
う
こ

と
、
同
友
会
で
学
ぶ
と
い
う
こ
と
」

と
の
テ
ー
マ
で
、
支
部
を
越
え
た
熱

気
溢
れ
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

冒
頭
は
、
近
況
と
し
て
骨
折
に
よ

る
入
院
・
手
術
・
リ
ハ
ビ
リ
の
様
子

を
写
真
を
交
え
て
紹
介
し
ま
し
た
。

経
営
面
で
は
、
運
送
・
土
木
と
も
に

落
ち
込
ん
だ
売
上
げ
を
回
復
さ
せ
る

べ
く
、
徹
底
的
な
経
営
分
析
と
社
員

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
た
と
言
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
予
算
の
し
わ

寄
せ
で
地
方
の
公
共
工
事
縮
小
が
マ

イ
ナ
ス
要
因
と
わ
か
る
と
、
都
心
部

へ
営
業
地
域
を
拡
大
さ
せ
、
売
上
回

　

例
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
両
支
部

会
員
が
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
、
合
同
例
会
の
醍
醐
味
を
詰
め
込

ん
だ
六
月
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
熱
い

グ
ル
ー
プ
討
論
だ
っ
た
。
や
る
気
は

伝
播
す
る
」「
採
用
だ
け
で
な
く
、

地
域
や
学
校
と
連
携
し
た
人
材
育
成

が
必
要
」
と
い
っ
た
感
想
が
記
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

復
の
糸
口
を
掴
み
ま
し
た
。

　

順
風
満
帆
な
社
長
就
任
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
土
木
で
は
老
朽

化
し
た
イ
ン
フ
ラ
設
備
の
更
新
や
官

民
一
体
で
推
進
し
て
い
る
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
運
送
で
は

運
ぶ
モ
ノ
の
増
加
、
免
許
が
有
れ
ば

年
齢
や
性
別
、
学
歴
無
関
係
で
稼
げ

る
業
界
で
あ
る
事
な
ど
を
挙
げ
「
課

題
も
あ
る
が
、将
来
性
の
あ
る
業
界
」

と
付
け
加
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
ス
ト

イ
ッ
ク
な
姿
に
感
銘
を
受
け
た
」「
大

怪
我
を
乗
り
越
え
て
精
神
的
に
も
成

長
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
感
想
が
記

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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同友会のホームページで
会員検索できます。

同友会のホームページで
会員検索できます。

同友会のホームページで
会員検索できます。

【ゲームで脱炭素に理解】
� 共愛学園前橋国際大学
　共愛学園前橋国際大学（学長・大森昭生氏／前橋支部所
属）の２、３年生27人が、県庁32階の官民共創スペース「ネ
ツゲン」で、脱炭素について学ぶワークショップを体験した。
県環境政策課などの協力で、カードゲームを通して脱炭素
への理解を深めた。� ［６／ 24付上毛］

【食品ロス減らし支援も】
� 新島学園短期大学
　能登半島地震の被災地を支援しようと、新島学園短期大学
（学長・岩田雅明氏／高崎支部所属）の学生有志ら９人は25
日、高崎市の同大で「わかちあいカフェ」を開いた。菓子
や飲み物の販売を通じ、社会問題について学び考えた。
　学生と教職員を対象に、団子やどら焼きといった菓子と飲
み物を提供し、対価として100円以上の寄付を募った。県外
の和菓子メーカーが協力し、余った菓子を提供。学生がフー
ドロスの削減について考える機会にもなった。集まった対
価は全額、被災地に寄付する。� ［６／ 26付上毛］

【融資の電子契約サービス開始】
� しののめ信用金庫
　しののめ信用金庫（理事長・横山慶一氏／富岡安中支部所
属）は１日、ウェブ上で電子化された契約書に電子署名す
ることで融資契約が結べる「しののめ信用金庫電子契約サー
ビス」の取り扱いを始めた。融資の電子契約のサービス展
開は、県内の信金で初めて。
　同サービスは法人、個人の融資契約に必要な金銭消費貸
借証書や契約に関する特約書などが対象。スマートフォン
やパソコンで契約書のデータに電子署名を行う。契約者が
紙の契約書への署名・押印や、契約金額に応じた印紙代が
不要となる。� ［７／２付上毛］

【サウナ商品開発へ連携】
� ㈱Sunset�films
　サウナや温泉に関連した商品開発を異業種連携で取り組
む県の支援事業の説明会が４日、前橋市の群馬産業技術セ
ンターで開かれ、中小企業経営者やサウナ愛好家ら約40人
が参加した。
　「サウナ・スパ関連商品等開発支援事業」は、2023年度に
続いて実施。県が24年度に事業を委託した㈱Sunset�filmsの
井埜涼太社長（高崎支部所属）が事業の趣旨を説明した。日
常を離れて心身を癒す「リトリート」の視点を取り入れた
商品開発を紹介し「県内地場産業の活性化や、ものづくり
産業のイノベーション促進が期待できる」と強調した。
� ［７／５付上毛］

【スイカの香りと味　コーヒーで楽しむ】
� ㈱大和屋
　コーヒー製造販売の㈱大和屋（取締役会長・平湯正信
氏／高崎支部所属）は５日、スイカの香りと味がするイ
ンフューズドコーヒー「スイカな珈琲」の販売を始めた。
　インヒューズドコーヒーは、コーヒー生豆を果物や酒
類などと漬け込むことで独自の風味を引き出すコーヒー
のことで、流行になりつつあるという。
　コロンビアの農園で、スイカ果汁と酵母菌で漬け込み
100時間かけじっくり発酵させた同国産のコーヒー生豆を
同社が仕入れ、スイカの香りや味を生かした焙煎方法で
仕上げた。� ［７／６付上毛］

【精密板金、中ロット品増産】
� ㈱モハラテクニカ
　精密板金加工の㈱モハラテクニカ（常務取締役・茂原慎
吾氏／高崎支部所属）は需要が伸びる半導体製造装置やエ
レベーター向けの部品生産を増強する。２月に完成した新
工場のほか、既存工場で組み立て作業スペースを広げ中ロッ
ト（中量）の製品についても増産体制を整えた。５年後を
めどに年間売上高を足元よりも約４割多い12億円前後に引
き上げる。
� ［７／９付日経］

【災害時の燃料提供で協定】
� ㈱新鮮便
　伊勢崎市は10日、運送業の㈱新鮮便（代表取締役・佐藤
稔也氏／桐生支部所属）と「災害時における燃料の提供等
に関する協定」を結び、市役所で調印式を開いた。市内で
地震や風水害が発生した際などに、同社は協定に基づき災
害救助車両にガソリンや軽油などの燃料を提供する。同様
の協定締結は同市として初めて。
� ［７／ 11付上毛］

【暑さ対策グッズ好調】
� 赤城フーズ㈱
　梅雨明けで夏の暑さが本格化し、企業が熱中症対策に神
経を尖らせている。従業員向けの暑さ対策が進んでいるこ
とを受け、対策グッズを取り扱う企業は売り上げを伸ばし
ている。
　漬物製造販売の赤城フーズ㈱（代表取締役社長・遠山昌
子氏／前橋支部所属）は、昨年人気で一時品切れになった「梅
味アイススラリー」（100㌘、216円）を今年も夏限定で販売
している。工場など法人向けの引き合いが多く、10個入りの
箱買いが目立つという。塩分補給の国産熱中カリカリ梅（480
㌘、1,350円）も伸長している。
� ［７／ 20付上毛］

【取引先企業への人材紹介で協定】
� 利根郡信用金庫
　利根郡信用金庫（理事長・坂井隆氏／沼田支部所属）と
公益財団法人産業雇用安定センター群馬事務所は、中小企
業の事業活動を支援するための連携協定を結んだ。情報を
共有し、取引先企業が求める人材を無料で紹介する。
　同センターは、人材を送り出す企業と受け入れる企業を
仲介し、会社都合などで退職した人の再就職や出向を支援
している。同金庫が取引先企業の希望する人材を同センター
群馬事務所へ情報提供して人材確保につなげる。
� ［７／ 24付上毛］

【会員登録変更】
　群馬中央医療生活協同組合（前橋支部所属）では、この度、
「理事長・半澤正氏」に会員登録を変更しました。
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日
時　

七
月
二
日
（
火
）

※
今
回
も
同
友
会
事
務
所
と
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
田
村
、
町
田
、
杉

﨑
、
吉
池
、
理
事
／
小
板
橋
、
山
﨑
、

提
箸
、
石
原
、
小
林
、
小
柴
、
佐
藤
、

高
屋
敷
、
渡
辺
、
鈴
木
、
周
藤
、
神

保
、
金
子
、
池
沢
、
佐
藤
、
榎
原
、

齋
藤
、
中
西
、
関
口
、
事
務
局
／
阿

久
澤
、
竹
内
（
役
員
計
二
十
二
名
）

【
議　

事
】

　

杉
﨑
副
代
表
理
事
が
議
長
を
つ
と

め
、
町
田
代
表
理
事
挨
拶
の
も
と
、

第
三
回
理
事
会
開
会
。

Ⅰ
．
説
明
会
（
学
習
会
）

　

群
馬
県
産
業
経
済
部
地
域
企
業
支

援
課
の
久
我
様
・
竹
渕
様
を
お
招
き

し
、「
群
馬
県
版
オ
ー
ル
ハ
ザ
ー
ド

Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
」
の
説
明
会
（
勉

強
会
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
基
本
や
重
要
性
の
解
説

に
続
き
、
群
馬
県
版
オ
ー
ル
ハ
ザ
ー

ド
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
特

徴
や
使
い
方
な
ど
を
丁
寧
に
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ⅱ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
上
半
期
支
部
還
元
金
支
払

報
告

　

上
半
期
支
部
還
元
金
の
支
払
報

告
が
事
務
局
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

２
．
各
支
部
・
部
会
・
委
員
会

等
の
案
内
報
告

　

各
組
織
担
当
者
よ
り
、
活
動

報
告
や
今
後
の
計
画
、
依
頼
事

項
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

３
．
そ
の
他

①
中
同
協
第
五
回
幹
事
会
の
参

加
報
告
が
田
村
代
表
理
事
よ
り

あ
り
ま
し
た
。

②
Ｄ
Ｏ
Ｒ
一
五
〇
号
記
念
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
案
内
が
事
務

局
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

③
八
月
六
日
「
役
員
研
修
交
流
会
」

の
開
催
概
要
の
確
認
と
合
わ
せ
、
理

事
・
各
支
部
運
営
委
員
へ
の
参
加
依

頼
（
再
依
頼
）
が
町
田
代
表
理
事
よ

り
あ
り
ま
し
た
。

Ⅲ
．
審
議
・
承
認
事
項

１
．
第
十
一
回
関
東
甲
信
越
青
年
経

営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て（
青
年
部
）

　

高
屋
敷
青
年
部
長
よ
り
、
第
十
一

回
（
来
年
度
）
関
東
甲
信
越
青
年
経

営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
地
に
立
候

補
し
、
関
東
甲
信
越
青
年
部
の
信
任

を
得
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
「
複
数
同
友
会
の
合

同
行
事
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
」
を

確
認
し
た
上
で
審
議
し
、
同
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
群
馬
開
催
を
承
認
し
ま
し
た
。

２
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

推
進
に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
一

名
、
退
会
者
五
名
を
承
認
。
会
員
数

は
五
二
六
名
と
な
り
ま
し
た
。

Ⅳ
．
意
見
交
換
・
そ
の
他

１
．
次
回
理
事
会
の
開
催
確
認

　

次
回
理
事
会
を
役
員
研
修
交
流
会

の
中
で
開
催
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
議
長
は
阿
久
戸
副
代
表
理
事
が

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

■
日
時
／
八
月
六
日
（
火
）

　

■
会
場
／
如
心
の
里
ひ
び
き
野

　
　
（
役
員
研
修
交
流
会
の
冒
頭
）

第３回

優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社

新会員
ご紹介 会員名簿追加録（順不同・敬称略）

企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

７月度常任理事会承認

太
田
支
部

〒326-0326　栃木県足利市小曽根町305

　足利市と真岡市にて露地野菜を中心に
栽培しています。同友会の皆さまと学び、
事業の成長とお客様の期待に応えられるよ
う尽力したいと考えています。なにとぞよろ
しくお願いいたします。

ＴＥＬ：0284−73−2100
ＦＡＸ：0284−22−6003
長ネギ、キャベツ人参の生産

【紹介者／加藤眞司、青木達徳】
犬と遊ぶ

㈱前　橋

代表取締役
前　橋　真　彦

S35年生


